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性
同
一
性
障
害
を
は
じ
め
と
す
る
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
や
差
別
を
持
た
な
い
地
域
社
会

を
作
ろ
う

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
？

　

性
的
少
数
者
を
限
定
的
に
指
す

言
葉
。
レ
ズ
ビ
ア
ン(

女
性
同
性

愛
者)

、ゲ
イ(

男
性
同
性
愛
者)

、

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル(

両
性
愛

者)

、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー(

出

生
時
に
診
断
さ
れ
た
性
と
、
自
認

す
る
性
の
不
一
致)
の
頭
文
字
を

と
っ
た
総
称

映
像
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
理
解
す
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
、
パ
レ
ー
ド
、
講
演
会

な
ど
が
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
社
会
的
に
広
ま

り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
リ
オ
五
輪

で
は
、
ゲ
イ
の
競
歩
選
手
が
ボ
ー

イ
フ
レ
ン
ド
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
、
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
女
子
の
メ
ダ
ル
授

与
式
の
直
後
、
同
性
の
恋
人
に
プ

ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
選
手
の
映
像
が

ネ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
目
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
映
像

だ
け
が
社
会
に
先
行
し
、
正
し
い

知
識
が
後
か
ら
や
っ
て
く
る
情
報

社
会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

教
育
現
場
で
は

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
ど
う
教
え
る
か 

文
科
省
は
４
月
１
日
「
教
職
員
向

け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
生
徒
に
何
か
を
教
え
る
に

は
、
ま
ず
は
教
員
の
中
で
偏
見
や

差
別
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
意
思
統
一
と
そ
の
理
解
を
深
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
当
事
者
で
あ
る
前
に
人
間
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
人
十
色
の
個

性
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
画
一
的
な
対

応
で
済
ま
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。

　

性
同
一
性
障
害
を
は
じ
め
と
す

る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
に

対
す
る
「
き
め
細
や
か
な
対
応
」

の
例
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

次
の
よ
う
な
方
法
を
挙
げ
て
い

る
。

◦
自
認
す
る
性
別
の
制
服
・
衣
服

や
、
体
操
着
の
着
用
を
認
め
る

◦
標
準
よ
り
長
い
髪
型
を
一
定
の

範
囲
で
認
め
る︵
戸
籍
上
男
性
︶

◦
職
員
ト
イ
レ
・
多
目
的
ト
イ
レ

の
利
用
を
認
め
る

◦
修
学
旅
行
で
一
人
部
屋
の
使
用

を
認
め
る
。
入
浴
時
間
を
ず
ら

す

　

こ
う
し
た
対
策
に
つ
い
て
、
性

同
一
性
障
害
の
方
々
に
対
す
る
今

後
は
教
育
現
場
の
み
な
ら
ず
、
地

域
社
会
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

本
村
で
も
、
偏
見
や
差
別
の
な

い
教
育
環
境
と
社
会
的
理
解
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
と
な
る
一
宮
町

と
そ
の
周
辺
地
域
に
も
世
界
中
か

ら
多
く
の
人
々
が
来
日
し
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
は
、
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
も
温
か
く
迎
え
ら
れ
る

地
域
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
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議会定例会９月会議議案審議結果一覧
賛成＝○　反対×　−＝議長（議長は、採決には加わりませんん）　欠＝欠席　除＝除籍　　議案名中の「長生村」と「〜について」は、省略表示しています。

議案
番号 議　案　名

議
決
結
果

立
川
　
智
浩

鈴
木
　
　
博

井
下
田
正
美

石
川
　
吉
一

増
子
　
勇
男

千
葉
　
一
雅

矢
部
　
眞
男

門
口
　
　
昭

小
倉
　
利
一

山
口
　
裕
之

片
岡
　
啓
治

鈴
木
　
征
男

東
間
　
永
次

中
村
　
秀
美

関
　
　
克
也

阿
井
　
市
郎

同意
第1号 副村長の選任につき同意を求めること 賛成多数

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

同意
第2号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第32号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第33号 旧教育委員会委員長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第34号 税条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第35号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第36号 農業近代化資金利子補給条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第37号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第38号 平成28年度一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第39号 平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第40号 平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案
第41号 平成28年度介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請願
第1号

保育士不足を解消するため、保育士の処遇を大幅に改善することを求める意
見書の提出を求める請願

賛成多数
可決 ○ × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請願
第2号

公立保育所の一般財源化を廃止し、直接補助制度に戻すことを求める意見書
の提出を求める請願

反対多数
否決 ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ −

発議案
第5号

保育士不足を解消するため、保育士の処遇を大幅に改善することを求める意
見書の提出

賛成多数
可決 ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

長
生
村
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の�

�

利
便
性
向
上
及
び
拡
充
に
つ
い
て

　

村
外
へ
の
利
用
可
能
な
タ
ク
シ
ー
助
成
が
最
も
有
効
で
あ
る
た
め
、
福
祉
課

で
所
掌
し
て
い
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
拡
充
を
し
、
日
常
生
活
の
利
便
性
の

向
上
と
社
会
参
加
の
促
進
し
て
い
ま
す
。

現
　
　
行

改
　
正
（
案
）

対　　象
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付（

１
級
〜
３
級
）

療
育
手
帳
の
交
付

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、２
級
）

要
介
護
４
、５

（
６
月
以
上
常
時
臥
床
）

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
又

は
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付（

１
級
〜
３
級
）

療
育
手
帳
の
交
付

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、２
級
）

要
介
護
４
、５

（
６
月
以
上
常
時
臥
床
）

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
又

は
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
者

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
、
出
産
後
３
箇
月
ま
で
の
者

70
歳
以
上
の
自
主
的
に
自
動
車
運
転
免
許

証
を
返
納
し
た
者

助成内容
償
還
払
い

乗
車
料
金
の
１
／
２
上
限

１
，
５
０
０
円

48
回
／
年

144
回
／
年

（
人
工
透
析
を
受
け
る
者
）

利
用
券

乗
車
す
る
際
に
利
用
者
証
を
提
示
し
ま
す

１
，
５
０
０
円
／
回
を
限
度
と
し
ま
す

１
，
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
額
と

し
ま
す

48
回
／
年

144
回
／
年

（
人
工
透
析
を
受
け
る
者
）

34
回
／
年
（
妊
産
婦
）

遠
隔
地
で
の
利
用
は
償
還
払
い
と
し
ま
す

利用タクシー
ど
こ
の
タ
ク
シ
ー
で
も
可
能
で
す

村
と
協
定
を
締
結
し
た
乗
用
旅
客
自
動
車

会
社
及
び
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
ま

すた
だ
し
、
遠
隔
地
で
の
償
還
払
い
は
、
ど

こ
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
も
可
能
と
し
ま
す

事務手数料
な
し

事
務
取
扱
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県

タ
ク
シ
ー
協
会
外
房
支
部
と
今
後
協
議
し

ま
す

村
内
在
住
の
外
国
人
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ふ
る
さ
と
納
税�
�

お
礼
の
品
一
覧

　

公
民
館
は
、
戦
後
の
復
興
・
再
建
へ
の
原
動
力
と
な
る
住
民

自
治
を
具
現
化
す
る
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
学
び
の
場
・
交
流
の
場
と
し
て
、
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

村
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
発
掘
に
力
を
注
ぎ
、
利
便
性
を
高

め
学
習
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
利
用
拡
大
を
図
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
い
世
代
か
ら

の
意
見
や
情
報
収
集
を
募
り
、
住
民
の
満
足
度
を
高
め
る
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

文
化
会
館
の
空
間
を
利
用
し
た
写
真
や
絵
画
の
展
示
会
、
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し

憩
い
の
場
の
提
供
を
図
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
村
内
に
は
14
ヵ
国
、
90
人
の
外
国
人
が
在
住
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
料
理
や
お
菓
子
作
り
の
教
室
や
、
習

慣
を
学
ぶ
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

過
去
３
年
間
の
利
用
状
況

平
成
25
年
度
文
化
会
館

述
べ
５
１
，
６
７
１
人

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館

述
べ
１
７
，
７
３
４
人

平
成
26
年
度
文
化
会
館

述
べ
４
３
，
２
５
７
人

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館

述
べ
１
８
，
５
４
３
人

平
成
27
年
度
文
化
会
館

述
べ
４
２
，
１
４
６
人

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館

述
べ
１
９
，
８
３
８
人

　

ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
の
品
が
、
現
状
の
「
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
お

米
」、「
な
が
い
き
蕎
麦
」
に
左
記
の
商
品
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

伊勢海老ボイル・干物
セット

希少貝ながらみ・シッタカ
食べくらべセット

千葉県産サザエ
（ボイル）

伊勢海老の干物

完全天然ハマグリ
（ボイル）

金目鯛の煮つけ

フカヒレぶつぎり
煮込み

フカヒレ特大姿煮
（50食限定）

熟成からすみ

公
共
施
設
を
有
効
に
活
用
し
よ
う

現
　
　
行

改
　
正
（
案
）

対　　象
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付（

１
級
〜
３
級
）

療
育
手
帳
の
交
付

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、２
級
）

要
介
護
４
、５

（
６
月
以
上
常
時
臥
床
）

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
又

は
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付（

１
級
〜
３
級
）

療
育
手
帳
の
交
付

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、２
級
）

要
介
護
４
、５

（
６
月
以
上
常
時
臥
床
）

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
又

は
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
者

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
、
出
産
後
３
箇
月
ま
で
の
者

70
歳
以
上
の
自
主
的
に
自
動
車
運
転
免
許

証
を
返
納
し
た
者

助成内容
償
還
払
い

乗
車
料
金
の
１
／
２
上
限

１
，
５
０
０
円

48
回
／
年

144
回
／
年

（
人
工
透
析
を
受
け
る
者
）

利
用
券

乗
車
す
る
際
に
利
用
者
証
を
提
示
し
ま
す

１
，
５
０
０
円
／
回
を
限
度
と
し
ま
す

１
，
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
額
と

し
ま
す

48
回
／
年

144
回
／
年

（
人
工
透
析
を
受
け
る
者
）

34
回
／
年
（
妊
産
婦
）

遠
隔
地
で
の
利
用
は
償
還
払
い
と
し
ま
す

利用タクシー
ど
こ
の
タ
ク
シ
ー
で
も
可
能
で
す

村
と
協
定
を
締
結
し
た
乗
用
旅
客
自
動
車

会
社
及
び
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
ま

すた
だ
し
、
遠
隔
地
で
の
償
還
払
い
は
、
ど

こ
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
も
可
能
と
し
ま
す

事務手数料
な
し

事
務
取
扱
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県

タ
ク
シ
ー
協
会
外
房
支
部
と
今
後
協
議
し

ま
す

村
内
在
住
の
外
国
人

国籍別人員調査表
NO. 国　　籍 16 才未満 16 才以上 合　　計 世帯数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 単独 混合 計
1 オーストラリア 1 1 1 1 1 1
2 ブ ラ ジ ル 1 1 2 1 1 2 1 1 2
3 ブ ル ガ リ ア 1 1 2 1 1 2 1 1
4 カ ナ ダ 2 2 2 2 1 1 2
5 中 国 7 13 20 7 13 20 8 11 19
6 台 湾 3 3 3 3 2 1 3
7 韓 国 5 12 17 5 12 17 5 11 16
8 パ キ ス タ ン 1 1 1 1 1 1
9 パ ラ グ ア イ 1 1 2 1 1 2 1 1 2
10 フ ィ ル ピ ン 1 3 4 1 18 19 2 21 23 3 15 18
11 タ イ 12 12 12 12 1 11 12
12 タ ン ザ ニ ア 1 1 1 1 1 1
13 米 国 2 1 3 2 1 3 3 3
14 ベ ト ナ ム 1 1 1 1 1 1
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編
集
後
記

宮
本
佳
代
子
氏
の
半
生
に
触
れ

 

（
ね
っ
と
99
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

青
山
学
院
大
学
４
年
生
の
と

き
に
小
泉
純
一
郎
元
総
理
と
お

見
合
い
結
婚
。

　

２
人
の
子
ど
も
︵
小
泉
孝
太

郎
。
次
男
は
政
治
家
の
小
泉
進

次
郎
︶
を
出
産
し
、
３
人
目
の

子
ど
も
を
妊
娠
中
に
離
婚
。

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
三

男
を
育
て
な
が
ら
仕
事
を
両
立

し
、
宅
建
取
引
主
任
者
の
試
験

を
独
学
で
１
个
月
勉
強
し
１
回

で
合
格
。

　

母
と
し
て
、仕
事
人
と
し
て
、

人
生
を
力
強
く
生
き
抜
い
た
姿

は
、
女
性
活
躍
社
会
の
先
駆
者

の
一
人
と
し
て
、
来
場
さ
れ
た

多
く
の
女
性
か
ら
賞
賛
さ
れ
ま

し
た
。 

︵
М
・
Ｙ
︶

10
月
29
日（
土
）13
時
〜

認
知
症
は
病
気
で
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
及
び

 

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
養
成

　

認
知
症
は
「
老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
と
は
違
い
、

病
気
に
よ
っ
て
脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ
て
起
こ
る
症

状
や
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
へ
の
援
助
に
は
障
害
を
理
解
し
、「
さ

り
げ
な
く
」「
自
然
に
」
接
す
る
こ
と
が
一
番
の
援

助
で
す
。

　

私
の
母
も
認
知
症
を
患
っ
て
か
ら
は
、
ご
近
所
の

方
に
母
の
症
状
を
お
伝
え
し
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と

助
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
認

知
症
は
抱
え
込
ま
ず
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
救
わ

れ
る
地
域
社
会
に
な
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
地
域
ケ
ア
政
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
連
絡
協
議
会
」
が

実
施
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
に

お
け
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
・
修
了
し

た
者
を
称
す
る
名
称
で
す
。

　

地
域
に
お
い
て
認
知
症
の

方
が
穏
や
か
に
生
活
す
る
た

め
の
見
守
り
や
環
境
整
備
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

市町村別キャラバン・メイト数､ 認知症サポーター数

市町村 総人口 高齢化率 市町村
窓口

サポーター
講 座 開 催
回 数

メイト数
（※1）

サポーター数
（※2）

メイト＋
サポーター数
(※1＋※2）

総人口に
占める割合
（メイト＋
サポーター）

メイト+
サポーター
1人当たり担
当高齢者人口

総人口
10000人
当たりの

講座開催回数
65歳以上
人口

活動
メイト数

非活動
メイト数

茂原市 91,855 26,191 28.50% ○ 122 46 37 9 3,607 3,653 3.98% 7.2 13.282
一 宮 町 12,439 3,751 30.20% ○ 14 32 14 18 393 425 3.42% 8.8 11.255
睦 沢 町 7,405 2,571 34.70% ○ 22 14 9 5 515 529 7.14% 4.9 29.710
長生村 14,763 4,430 30.00% ○ 18 19 15 4 504 523 3.54% 8.5 12.193
白子町 12,052 4,194 34.80% ○ 6 7 2 5 218 225 1.87% 18.6 4.978
長 柄 町 7,495 2,491 33.20% ○ 5 12 9 3 63 75 1.00% 33.2 6.671
長 南 町 8,696 3,124 35.90% ○ 5 10 6 4 120 130 1.50% 24.0 5.750

※平成28年6月30日までに提出された実施報告書による　　※窓口：連絡先として設置されている自治体等を含む
※登録から2年未満のキャラバン・メイトは、活動メイトとしている　　※登録から2年間にわたり講座開催実績のないキャラバン・メイトは、非活動メイトとしている
※「都道府県」サポーター数には、都道府県を実施主体として開催された市町村の講座分の数が含まれる（実施報告書の記載に基づく）
※人口、高齢者人口：総務省発表 住民基本台帳による（平成27年1月1日現在）

長
生
村

�

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　

富
山
市
議
会
で
は
政
務
活
動
費
の
不
正
取
得

が
相
次
い
で
発
覚
し
、
こ
れ
ま
で
に
議
員
11
人

が
辞
職
し
た
。

　

今
年
６
月
、
議
員
報
酬
を
月
額
で
10
万
円
引

き
上
げ
、
₇0
万
円
に
す
る
条
例
を
自
民
党
会
派

な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
来
年
４
月
の
改

選
後
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
一
連
の
不
正
を
受
け
、
富
山
市
議
会
の

自
民
党
会
派
は
、
議
員
報
酬
の
月
額
10
万
円
引

き
上
げ
を
白
紙
撤
回
す
る
方
針
を
決
め
ま
し

た
。

　

富
山
市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
額
は
、
1
月

に
つ
き
、
各
月
の
1
日
「
基
準
日
」
に
お
け
る

会
派
の
所
属
議
員
数
に
１
５
０
，
０
０
０
円
を

乗
じ
て
得
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該

会
派
の
所
属
議
員
数
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

⑴
3
人
か
ら
9
人
ま
で 

１
５
０
，
０
０
０
円

⑵
10
人
か
ら
19
人
ま
で 

３
０
０
，
０
０
０
円

⑶
₂0
人
以
上 

４
５
０
，
０
０
０
円

　

私
た
ち
村
議
会
議
員
の
報
酬
は
、
２
１
４
，

０
０
０
円
（
手
取
り
役
１
６
０
，
０
０
０
円
）

ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
政
務
活
動
費
は
月
額
３
，
０
０
０
円
、

年
間
３
６
，
０
０
０
円
で
す
。

　

富
山
市
議
会
議
員
の
よ
う
な　

不
正
に
絡
む

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


